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環境部 清掃施設課 
 

 

大分市廃棄物処理施設使用料の改定について 

 

市民及び事業者が本市の一般廃棄物処理施設にごみを搬入する際には、大分市

廃棄物処理施設条例第５条に基づき、その重量により廃棄物処理施設使用料（以

下「使用料」という。）を徴収しています。 

この度、５年毎の使用料の見直しを行うために令和６年７月３日開催の大分市

清掃事業審議会で審議していただき、使用料改定案に承認をいただきました。 

 

（１）使用料改定案 

■現行 

備考 一般家庭から生じた廃棄物で、1 回の搬入が 350 キログラムを超える

ときは事業系ごみとみなして使用料を徴収する。 

 

■改定後 

備考 一般家庭から生じた廃棄物で、1 回の搬入が 350 キログラムを超える

ときは事業系ごみとみなして使用料を徴収する。 

 

【改定理由】 

ごみ処分原価（焼却、破砕及び埋立に要した、人件費、物件費、減価償却費、

公債利子等の費用を処分量で除したもの）の上昇による。 

 

（２）実施時期  令和７年４月１日 

区分 
金額 

10 ㎏までごとに 

事業活動に伴い生じた一般廃棄物及び産業廃棄物 

（事業系ごみ）   ※産業廃棄物は脱水汚泥に限る 
１００円 

一般家庭から生じた廃棄物（家庭ごみ） ３５円 

区分 
金額 

10 ㎏までごとに 

事業活動に伴い生じた一般廃棄物及び産業廃棄物 

（事業系ごみ）   ※産業廃棄物は脱水汚泥に限る 
１０５円 

一般家庭から生じた廃棄物（家庭ごみ） ４０円 



環境部 清掃業務課 

 

大分市一般廃棄物処理手数料の改定について 

一般家庭から生じた一時的多量の廃棄物及び犬、猫等の死体を処理（収集・運搬、処分）

したときは、「大分市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例」第 25条の規定により、排

出者に一般廃棄物処理手数料（以下「手数料」という。）を負担していただいていますが、

この度５年毎の手数料見直しを行うため、令和６年７月３日開催の大分市清掃事業審議会で

承認をいただきました。 

 

●一時的多量廃棄物の処理に係る手数料について 

手数料の算定は、ごみ処理に係る費用を算出している一般廃棄物処理原価等を基礎とし、

①収集・運搬経費、②処分経費（廃棄物処理施設使用料）により構成しています。 

 収集・運搬経費(円) 処分経費(円) 計(円) 

前回改定 Ｒ１審議会 １，４７５ ４９０ １，９６５ 

今回改定 Ｒ６審議会 １，２９２ ６００ １，８９２ 

 

現行 

令和２年４月１日～ 

１，９６０円 

（端数処理１０円未満切捨て)        （端数処理１０円未満切捨て) 

 

・増減理由   

収集・運搬経費は、収集原価要素のうち直営職員の人件費の減が影響している。 

 処分経費は廃棄物処理施設使用料の増額改定によるもの。 

 

●犬、猫等の死体の処理に係る手数料について 

手数料の算定は、１体当たりの収集コストを基礎とし、①収集・運搬経費、②処分経費（廃

棄物処理施設使用料）により構成しています。 

 収集・運搬経費(円) 処分経費(円) 計(円) 

前回改定 Ｒ１審議会   ６７７ ３５   ７１２ 

今回改定 Ｒ６審議会 １，００７ ４０ １，０４７ 

 

現行 

令和 2年 4月 1 日～ 

７１０円 

（端数処理１０円未満切捨て)         （端数処理１０円未満切捨て) 

 

・増減理由   

収集・運搬経費は人件費・物件費の単価増による民間委託料の増と収集数の減により１体

あたりのコスト増が影響している。 

 処分経費は廃棄物処理施設使用料の増額改定によるもの。 

 

●実施時期 令和７年４月１日 

改定（案） 

令和７年４月１日～ 

１，８９０円(△７０円) 

改定（案） 

令和 7年 4月 1日～ 

１，０４０円(＋３３０円) 




